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�28� 試 験 問 題 �午後の部�
注 意

⑴ 別に配布した答案用紙の該当欄に，試験問題用紙裏面の記入例に従って，受験地，受験番

号及び氏名を必ず記入してください。多肢択一式答案用紙に受験地及び受験番号をマークす

るに当たっては，数字の位を間違えないようにしてください。

⑵ 試験時間は，�時間 30 分です。

⑶ 試験問題は，多肢択一式問題�第�問から第 20 問まで�と記述式問題�第 21 問及び第 22

問�から成り，配点は，多肢択一式が 50 点満点，記述式が 50 点満点です。

⑷ ① 多肢択一式問題の解答は，所定の答案用紙の解答欄の正解と思われるものの番号の枠

内をマーク記入例に従い濃く塗りつぶす方法でマークしてください。解答欄へのマーク

は，各問につき�箇所だけにしてください。二つ以上の箇所にマークがされている解答

は，無効とします。解答を訂正する場合には，プラスチック消しゴムで完全に消してか

ら，マークし直してください。

② 答案用紙への記入に当たっては，鉛筆�ＨＢ�を使用してください。該当欄の枠内を

マークしていない解答及び鉛筆を使用していない解答は，無効とします。

⑸ 記述式問題の解答は，所定の答案用紙に記入してください。答案用紙への記入は，黒イン

クのペン�万年筆又はボールペンでも可。ただし，インクが消せるものを除きます。�を使用

してください。所定の答案用紙以外の用紙に記入した解答及び上記ペン，万年筆又はボール

ペン以外の筆記具�鉛筆等�によって記入した解答は，その部分を無効とします。答案用紙の

受験地，受験番号及び氏名の欄以外の箇所に特定の氏名等を記入したものは，無効とします。

⑹ 答案用紙に受験地，受験番号及び氏名を記入しなかった場合は，採点されません�試験時

間終了後，これらを記入することは，認められません。�。

⑺ 答案用紙は，汚したり，折り曲げたりしないでください。また，書き損じをしても，補充

しません。

⑻ 試験問題のホチキスを外したり，試験問題のページを切り取る等の行為は，認められませ

ん。

⑼ 受験携行品は，黒インクのペン�万年筆又はボールペンでも可。ただし，インクが消せる

ものを除きます。�，インク�黒色�，三角定規�三角定規以外の定規の使用は不可。�，製図用

コンパス，三角スケール，分度器，鉛筆，プラスチック消しゴム，電卓�予備を含めて，�

台までとします。�及びそろばんに限ります。

なお，下記の電卓は，使用することができません。

① プログラム機能があるもの

次に示すようなキーのあるものは，プログラム機能等を有していますので，使用するこ

とができません。

Ïプログラム関連キーÒ

ＲＵＮ ＥＸＥ ＰＲＯ ＰＲＯＧ

ＣＯＭＰ ＥＮＴＥＲ

Ｐ� Ｐ� Ｐ
 Ｐ�

ＰＦ� ＰＦ� ＰＦ
 ＰＦ�

② プリント機能があるもの

③ アルファベットやカナ文字を入力することができるもの

④ 電池式以外のもの

⑽ 試験時間中，不正行為があったときは，その答案は，無効として扱われます。

⑾ 試験問題に関する質問には，一切お答えしません。

⑿ 試験問題は，試験時間終了後，持ち帰ることができます。
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第�問 ＡがＢに対して 100 万円を貸し付けた後その返還期日を経過した事例に関する次のア

からオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし誤っているものの組合せは，後記�から

�までのうち，どれか。

ア ＡがＢに対して，貸金の返還の催告をした後，その�か月以内に再び催告をしたと

きは，その時から�か月を経過するまでの間は，時効は，完成しない。

イ ＡのＢに対する貸金返還請求を認容する判決が確定したときは，裁判上の請求に

よって中断した時効は，当該判決が確定した時から，新たにその進行を始める。

ウ ＡがＢに対して貸金返還請求の訴えを提起した場合には，その訴訟手続におけるＡ

の権利行使の意思の表示は，その訴えが取り下げられたときにおいても，Ｂに対する

催告として時効の中断の効力を有する。

エ 時効の完成前にＢがＡに対して債務の一部弁済として 50 万円を支払ったときは，

当該債務の残部について時効の中断の効力は生じない。

オ 時効の完成後にＢがＡに対して債務の承認をしたときは，Ｂは，その後その時効の

援用をすることができない。

1 アウ 2 アエ 3 イウ 4 イオ 5 エオ

AQ−D―� 1 �―

※

※

※イ　令和2年4月1日施行の民法改正で「時効の中断」は「完成猶予・更新」に改められた（民法147条）。判決の確定により時効が新た
に進行を始めるという結論は同じ。
※ウ　同改正で，訴えの取下げなど権利が確定せずに手続が終了した場合は，終了の時から6か月間は時効の完成が猶予されることとされた（
民法147条1項柱書）。
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第�問 相隣関係に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし正しいものの

組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 土地の所有者が隣地の所有者と共同して境界標を設けるときは，その設置の費用

は，双方の土地の広狭に応じて分担する。

イ 境界線から 50 センチメートル以上の距離を保たないで建物の建築をしようとする

者があるときであっても，建築に着手した時から�年を経過した後は，隣地の所有者

は，その建築を中止させることができない。

ウ 土地の所有者は，隣地の竹木の枝が境界線を越えるときは，その枝を切り取ること

ができる。

エ 土地の所有者は，境界の付近において建物を修繕するため必要があるときであって

も，隣人の承諾がなければ，その住家に立ち入ることはできない。

オ Ａがその所有する土地を甲土地と乙土地とに分筆して甲土地をＢに譲渡し，これに

より甲土地が乙土地及びＣ所有の丙土地に囲まれた袋地�公道に通じない土地�となっ

た場合において，Ａが乙土地をＤに譲渡したときは，Ｂは，公道に至るため，丙土地

を通行することができる。

1 アイ 2 アウ 3 イエ 4 ウオ 5 エオ

AQ−D―� 2 �―

※

※ウ　令和5年4月1日施行の民法改正で233条3項が加わり，催告しても相当の期間内に切除されないときなどは土地の所有者が自ら枝を
切り取ることができることとなった。
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第�問 遺産分割に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし誤っているも

のの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 被相続人は，遺言で，相続開始の時から�年を超えない期間を定めて，遺産の分割

を禁ずることはできない。

イ 相続財産中に可分債権があるときは，その債権は相続開始の時に法律上当然分割さ

れ，各共同相続人がその相続分に応じて権利を承継する。

ウ 相続人は，遺産の分割までの間は，相続開始の時に存した金銭を相続財産として保

管している他の相続人に対して，自己の相続分に相当する金銭の支払を求めることは

できない。

エ 相続の開始後認知によって相続人となった者が遺産の分割を請求しようとする場合

に，他の共同相続人において既に遺産分割協議が成立していたときは，価額のみによ

る支払の請求権を有する。

オ 共同相続人間において遺産分割協議が成立した場合に，相続人の一人がその協議に

おいて負担した債務を履行しないときは，その債権を有する相続人は，債務不履行を

理由としてその協議を解除することができる。

1 アウ 2 アオ 3 イウ 4 イエ 5 エオ

AQ−D―� 3 �―
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第�問 登記識別情報の提供を必要とする表示に関する登記の申請をする場合において，登記

識別情報を提供することができないときの手続に関する次のアからオまでの記述のう

ち，正しいものの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 申請人が登記識別情報を提供することができないことにつき正当な理由がある場合

は，当該登記識別情報を提供することができない理由を申請情報の内容とすることを

要しない。

イ 申請人が登記識別情報を提供することができないことにつき正当な理由がある場合

は，事前通知又は資格者代理人による本人確認情報の提供のいずれかの方法によらな

ければ，登記の申請をすることができない。

ウ 所有権の登記がある土地の合筆の登記の申請につき事前通知がされる場合におい

て，当該合筆の登記の申請が所有権の登記名義人の住所の変更の登記の申請に係る受

付の日から�か月後にされているときは，登記官から当該登記名義人の登記記録上の

前の住所にあてて当該合筆の登記の申請があったことの通知はされない。

エ 所有権の登記名義人が外国に住所を有する場合には，事前通知に対する申出は，通

知を発送した日から�週間のうちに行わなければならない。

オ 事前通知がされた後に事前通知を受けるべき者が死亡した場合には，その相続人全

員から相続があったことを証する情報を提供したとしても，登記申請の内容が真実で

ある旨の申出をすることはできない。

1 アイ 2 アオ 3 イエ 4 ウエ 5 ウオ

AQ−D―� 4 �―
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第�問 電子申請における添付情報の提供方法の特例�不動産登記令附則第�条に規定する添

付情報の提供方法に関する特例。以下�特例方式�という。�により表示に関する登記を申

請する場合に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの組合せは，後記

�から�までのうち，どれか。

ア 特例方式により添付情報を提供するときは，各添付情報につき書面を提出する方法

によるか否かの別を申請情報の内容とすることを要しない。

イ 書面に記載されている添付情報を登記所に提出する方法は，当該書面を登記所へ持

参する方法及び送付する方法のいずれによることもできる。

ウ 書面に記載されている添付情報を送付する方法により提出するときは，書留郵便又

は信書便の役務であって当該信書便事業者において引受け及び配達の記録を行うもの

によらなければならない。

エ 申請の却下又は取下げがあったときは，特例方式により提出された添付書面は，偽

造された書面その他の不正な登記の申請のために用いられた疑いのある書面を除き，

申請人に還付される。

オ 特例方式により提出された添付書面については，原本の還付を請求することができ

ない。

1 アエ 2 アオ 3 イウ 4 イオ 5 ウエ

AQ−D―� 5 �―
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第�問 土地の表示に関する登記の申請情報又は添付情報に関する次のアからオまでの記述の

うち，誤っているものの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 土地の表題登記を申請する場合には，所有者の住所を証する情報として提供する市

町村長が作成した当該所有者についての印鑑に関する証明書は，作成後
か月以内の

ものでなければならない。

イ 土地の分筆の登記を申請する場合には，申請人は，分筆後の土地の所在する市，

区，郡，町，村及び字並びに当該土地の地目及び地積を申請情報の内容としなければ

ならない。

ウ 土地の合筆の登記を申請する場合には，所有権の登記名義人が登記識別情報を提供

することができないときに提供する資格者代理人が作成した本人確認情報は，作成後


か月以内のものでなければならない。

エ 書面により所有権の登記がある土地の合筆の登記を申請する場合には，当該登記の

申請のためにのみ作成された委任状については，原本の還付を請求することができな

い。

オ 会社法人等番号を有する法人が土地の地目の変更の登記を申請する場合には，当該

会社法人等番号を申請情報と併せて提供しなければならない。

1 アウ 2 アエ 3 イウ 4 イオ 5 エオ

AQ−D―� 6 �―
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第�問 土地の表示に関する登記の申請の代理に関する次のアからオまでの記述のうち，正し

いものの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 委任状において，Ａ，Ｂ及びＣの
人が登記の申請について代理人として選任され

ていることが明らかである場合には，Ａ，Ｂ及びＣは，特に共同代理の定めがされて

いないときであっても，共同して登記の申請の手続を代理しなければならない。

イ Ａが所有権の登記名義人である土地の合筆の登記の申請について委任を受けた代理

人Ｂが死亡したときは，Ｂを単独で相続したＣは，ＡからＢへの委任状及び相続を証

する情報を添付して当該登記を申請することができる。

ウ 委任による代理人により土地の分筆の登記を申請した後に，申請意思の撤回により

当該代理人が当該登記の申請を取り下げるときは，当該登記の申請の取下げに関する

委任状を添付しなければならない。

エ 未成年者が所有する土地の地積の更正の登記の申請の委任を親権者から受けた代理

人は，その後に当該親権者について破産手続開始の決定がされたときは，当該登記を

申請することができない。

オ 所有権の登記名義人から土地の地目の変更の登記の申請の委任を受けた代理人は，

当該登記を申請するまでの間に所有権の登記名義人が死亡したときであっても，当該

登記を申請することができる。

1 アイ 2 アエ 3 イオ 4 ウエ 5 ウオ

AQ−D―� 7 �―
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第	問 地目の変更の登記に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものの組合せは，

後記�から�までのうち，どれか。

ア Ａが所有権の登記名義人である土地について，ＡがＢに売却した後，その旨の所有

権の移転の登記をする前に地目に変更が生じた場合，当該移転の登記をするまでの間

は，Ａが，当該土地の地目の変更の登記の申請をしなければならない。

イ 甲土地と乙土地が別の地目で登記されているときは，地目の変更の登記と合筆の登

記の申請は，一の申請情報によってすることができない。

ウ 地上権を敷地権とする敷地権である旨の登記がされた土地の地目の変更の登記の申

請は，当該土地を敷地権の目的とする区分建物の所有権の登記名義人がしなければな

らない。

エ 地目を畑から宅地に変更する登記の申請をするときは，当該登記の原因日付とし

て，その現状の変更が生じた日ではなく，農地法所定の許可があった日を申請情報の

内容としなければならない。

オ 地目の変更が数回あった土地について，いずれも地目の変更の登記がされていない

ときは，登記記録上の地目から直接現在の地目に変更する登記を申請することができ

る。

1 アウ 2 アオ 3 イエ 4 イオ 5 ウエ

AQ−D―� 8 �―
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第
問 土地の分筆の登記に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものの組合せは，

後記�から�までのうち，どれか。

ア 土地の分筆の登記をし，分筆後の一筆の土地につき所有権の移転の登記をした後，

当該分筆の登記の申請の際に添付情報として提供した地積測量図の分筆線に誤りがあ

ることが発見された場合には，地図の訂正の申出により地図の分筆線を訂正すること

ができる。

イ Ａ及びＢが所有権の登記名義人である土地に共有物分割禁止の定めの登記がある場

合であっても，Ａ及びＢは，当該土地の分筆の登記を申請することができる。

ウ Ａ及びＢが所有権の登記名義人である土地の分筆の登記を書面により申請する場合

において，その申請書が�枚以上であるときは，Ａ又はＢのいずれかが，各用紙のつ

づり目に契印すれば足りる。

エ 市街地地域内の土地の分筆の登記を申請する場合において，その土地を管轄する登

記所に備え付けられている地図が乙�の精度区分で作成されており，かつ，当該土地

の分筆前の地積と分筆後の地積の差が分筆前の地積を基準にして乙�の精度区分の限

度内であるときは，地積に関する更正の登記の申請を要しない。

オ 区分建物である建物の登記記録の表題部に敷地権の種類として賃借権が記録されて

いる土地の分筆の登記は，当該区分建物において管理組合の理事長が管理者として定

められているときは，当該理事長が単独で申請することができる。

1 アイ 2 アエ 3 イウ 4 ウオ 5 エオ

AQ−D―� 9 �―
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第10問 合筆の登記に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものの組合せは，後記�

から�までのうち，どれか。

ア 地役権の登記がある承役地の合筆の登記を申請する場合において，地役権設定の範

囲が合筆後の土地の一部であるときは，当該地役権設定の範囲を申請情報の内容とし

なければならない。

イ 甲土地及び乙土地の地目がいずれも雑種地で，甲土地の地積測量図における面積が

9.0173 平方メートル，乙土地の地積測量図における面積が 3.3057 平方メートルであ

るときは，甲土地を乙土地に合筆する合筆の登記の申請情報の内容とする合筆後の地

積は，12.32 平方メートルである。

ウ 甲土地及び乙土地の地目がいずれも保安林であるときは，保安林としての指定が解

除されない限り，甲土地を乙土地に合筆する合筆の登記を申請することができない。

エ 甲土地及び乙土地にいずれも質権の設定の登記がされている場合において，当該質

権の設定の登記の申請の受付の年月日及び受付番号並びに登記原因及びその日付が同

一であるときは，甲土地を乙土地に合筆する合筆の登記を申請することができる。

オ 甲土地及び乙土地にいずれも信託の登記がされている場合には，当該信託の登記に

ついて各信託目録に記録された当該信託の登記の登記事項が同一であっても，甲土地

を乙土地に合筆する合筆の登記を申請することができない。

1 アウ 2 アエ 3 イウ 4 イオ 5 エオ
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第11問 地積測量図又は地役権図面に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものは，

幾つあるか。

なお，これらはいずれも書面であるものとする。

ア 地積測量図は，0.2 ミリメートル以下の細線により，図形を鮮明に表示しなければ

ならない。

イ 地役権図面は，土地の状況その他の事情により適当でないときを除き，250 分の�

の縮尺により作成しなければならない。

ウ 地積測量図の縮尺がその土地について作成すべき土地所在図の縮尺と同一であっ

て，当該地積測量図によって土地の所在を明確に表示することができるときは，当該

地積測量図をもって土地所在図を兼ねることができる。

エ 地役権図面つづり込み帳につづり込まれた地役権図面は，閉鎖した日から 30 年間

保存される。

オ 地積測量図に，基本三角点等に基づく測量の成果による筆界点の座標値を記録した

場合には，方位を記録することを要しない。

1 �個 2 �個 3 
個 4 �個 5 �個
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第12問 建物の構造及び床面積に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの組

合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 共同住宅として登記されている甲建物を，階層的に区分してその一部を�個の建物

とする場合において，建物の構造を記録するときは，屋根の種類を記録することを要

しない。

イ �階建ての甲建物がガード下に新築された場合において，建物の構造を記録すると

きは，階数による区分として�ガード下�階建�と記録する。

ウ 一室の一部に天井の高さが 1.5 メートル未満の部分がある場合，その部分は当該一

室の面積に算入しない。

エ 停車場の上屋を有する乗降場及び荷物積卸場の床面積は，地下道設備があるとき

は，その上屋の占める部分の乗降場及び荷物積卸場の面積に当該地下道設備の面積を

算入して計算する。

オ 建物に附属する屋外の階段は，雨除けの屋根や手すりが設置されている場合であっ

ても，床面積に算入しない。

1 アイ 2 アオ 3 イウ 4 ウエ 5 エオ
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第13問 甲建物からその附属建物を分割して乙建物とする建物の分割の登記�以下�本件分割登

記�という。�に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものの組合せは，後記�

から�までのうち，どれか。

ア 甲建物に抵当権の登記がある場合において，本件分割登記の申請情報と併せて，当

該抵当権の登記名義人が当該抵当権を分割後の乙建物について消滅させることを承諾

したことを証する情報が提供されたときは，当該抵当権の登記は分割後の甲建物のみ

に存続することになる。

イ 本件分割登記を申請する場合において，甲建物に共用部分である旨の登記があると

きは，建物の所有者を証する情報の添付を要しない。

ウ 甲建物の附属建物の所有権を取得した者は，甲建物の所有権の登記名義人に代位し

て，本件分割登記を申請することはできない。

エ 本件分割登記に係る分割により不動産所在事項に変更が生じたときは，変更後の不

動産所在事項，分割により変更した旨及び変更前の不動産所在事項を抹消する記号が

記録される。

オ 分割前の甲建物について現に効力を有する所有権の登記がされた後当該分割に係る

附属建物の新築による当該分割前の甲建物の表題部の登記事項に関する変更の登記が

されていたときは，乙建物の登記記録に当該所有権の登記が転写される。

1 アイ 2 アエ 3 イウ 4 ウオ 5 エオ
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第14問 建物の合併の登記に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの組合せ

は，後記�から�までのうち，どれか。

ア 甲建物と乙建物の所有権の登記名義人が同一である場合において，当該所有権の登

記名義人が死亡しているときは，相続による所有権の移転の登記をした後でなけれ

ば，乙建物を甲建物の附属建物とする建物の合併の登記を申請することはできない。

イ 甲建物の所有権の登記名義人が住所を移転し，その後に当該所有権の登記名義人が

乙建物の所有権を取得し，その旨の登記をした場合において，甲建物について住所の

変更の登記がされていないときは，住所の変更を証する情報を提供したとしても，乙

建物を甲建物の附属建物とする建物の合併の登記を申請することができない。

ウ 一棟の建物に属する甲区分建物と乙区分建物について，その所有権の登記名義人が

同一で，互いに接続している場合には，効用上一体の関係にないときであっても，区

分合併の登記を申請することができる。

エ 甲建物と乙建物の合併の登記を申請する場合には，従来の各階平面図の床面積に変

更がないため，当該合併後の各階平面図を添付することを要しない。

オ 甲建物と乙建物の表題部所有者が同一である場合において，当該表題部所有者が乙

建物を甲建物の附属建物とする建物の合併の登記を申請するときは，その印鑑に関す

る証明書を添付することを要しない。

1 アエ 2 アオ 3 イウ 4 イオ 5 ウエ
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第15問 合体後の建物についての建物の表題登記及び合体前の建物についての建物の表題部の

登記の抹消�以下�合体による登記等�と総称する。�に関する次のアからオまでの記述の

うち，誤っているものの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 表題登記がない甲建物と所有権の登記がある乙建物が合体した後に合体前の乙建物

の所有権の登記名義人となった者は，その者に係る所有権の登記があった日から�か

月以内に，合体による登記等を申請しなければならない。

イ 所有権の登記名義人が同一である建物が合体し，合体前の各建物につき存していた

抵当権の登記が合体後の建物に存続すべきものである場合において，当該抵当権の登

記の目的，申請の受付の年月日及び受付番号，登記原因及びその日付並びに登記名義

人がいずれも同一であるときは，合体前の各建物の所有権の登記名義人が同一でない

とみなした場合の持分を合体による登記等の申請情報の内容とすることを要しない。

ウ Ａが所有者である表題登記がない甲建物とＢが表題部所有者である乙建物が合体し

た場合において，合体による登記等の申請は，Ａ又はＢが単独で申請することができ

る。

エ 表題登記がある甲建物と所有権の登記がある乙建物が合体し，合体による登記等の

申請がされた場合において，合体前の乙建物に賃借権の登記がされているときは，当

該賃借権の登記を合体後の建物の登記記録の権利部の相当区に移記しなければならな

い。

オ 主たる建物とその附属建物が合体した場合は，合体による登記等を申請しなければ

ならない。

1 アウ 2 アオ 3 イウ 4 イエ 5 エオ
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第16問 区分建物の表題部に関する登記の申請に関する次のアからオまでの記述のうち，正し

いものの組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 区分建物である建物を新築した株式会社Ａを株式会社Ｂが吸収合併したときは，株

式会社Ｂは，同社を表題部所有者とする区分建物の表題登記を申請することができ

る。

イ 区分建物の表題登記をその原始取得者の相続人が申請するときは，所有権を証する

情報の一部として相続を証する情報を提供しなければならない。

ウ 敷地権があるのにその登記をしないで区分建物の表題登記がされていた場合におい

て，建物の表題部の更正の登記を申請するときは，敷地権の表示の登記原因及びその

日付も申請情報の内容としなければならない。

エ 表題登記がない区分建物の処分の制限の登記の嘱託は，当該区分建物が属すること

となった一棟の建物に属する他の区分建物についての表題登記の嘱託と併せてするこ

とを要しない。

オ 敷地権となる敷地の所有権の登記名義人の表示と専有部分の所有権の登記名義人の

表示とが一致していないときは，敷地権の発生を原因とする区分建物の表題部の変更

の登記の申請は，添付情報として各所有者の同一性を証する情報を提供してすること

ができる。

1 アイ 2 アエ 3 イオ 4 ウエ 5 ウオ
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第17問 建物図面及び各階平面図に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの

組合せは，後記�から�までのうち，どれか。

ア 建物図面及び各階平面図には，作成の年月日を記録し，申請人及び作成者が記名押

印しなければならない。

イ 建物の敷地が分筆されたことに伴い，建物の所在する土地の地番を変更する旨の建

物の表題部の変更の登記を申請する場合には，変更後の建物図面を提供しなければな

らない。

ウ 各階平面図を作成する場合において，その用紙に余白があるときは，その余白を用

いて建物図面を作成することができる。

エ 地下�階付き�階建の建物の表題登記の申請情報に添付する建物図面には，地下�

階部分を朱書しなければならない。

オ 共用部分である旨の登記がある建物について共用部分である旨を定めた規約を廃止

した場合において，当該建物の表題登記を申請するときは，建物図面及び各階平面図

を提供することを要しない。

1 アエ 2 アオ 3 イウ 4 イエ 5 ウオ
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第18問 筆界特定に関する次のアからオまでの記述のうち，正しいものの組合せは，後記�か

ら�までのうち，どれか。

ア 対象土地の一を共通にする複数の筆界特定の申請は，一の筆界特定申請情報によっ

て申請することができる。

イ 筆界特定の申請をする場合において，関係土地の所有者が筆界として特定の線を主

張しているときは，その線を筆界特定申請情報の内容としなければならない。

ウ 筆界特定の申請があった場合において，当該筆界特定の申請人及び関係人が筆界特

定登記官に対し対象土地の筆界についての資料を書面で提出するときは，当該書面の

原本を提出しなければならない。

エ 筆界特定登記官が筆界特定書を作成し，筆界特定の申請人に対して筆界特定の通知

を発送した後は，当該申請人は，筆界特定の申請を取り下げることができない。

オ 筆界特定がされた場合において，当該筆界特定に係る筆界について民事訴訟の手続

により筆界の確定を求める訴えに係る判決が確定したときは，当該筆界特定は，その

全ての効力を失う。

1 アイ 2 アエ 3 イオ 4 ウエ 5 ウオ
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第19問 登録免許税に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものは，幾つある

か。

ア 敷地権の登記がある土地について分筆の登記を申請するときは，登録免許税は課さ

れない。

イ いずれも所有権の登記がない甲土地と乙土地を合筆する合筆の登記を申請するとき

は，納付すべき登録免許税の額は 1,000 円となる。

ウ 表題登記がない建物と表題登記のみがある建物が合体して�個の建物となったこと

による合体による登記等を申請するときは，納付すべき登録免許税の額は 1,000 円と

なる。

エ 所有権の登記がある甲建物の登記記録から甲建物の附属建物を分割して，これを乙

建物の附属建物としようとする場合において，建物の分割の登記と建物の合併の登記

を一の申請情報によって申請するときは，納付すべき登録免許税の額は 3,000 円とな

る。

オ 私人を所有権の登記名義人とする土地の一部を取得した地方公共団体が，代位によ

る分筆の登記を嘱託するときは，登録免許税は課されない。

1 �個 2 �個 3 
個 4 �個 5 �個
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第20問 土地家屋調査士Ｘ又は土地家屋調査士法人Ｙが行う筆界特定手続代理関係業務に関す

る次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの組合せは，後記�から�までのう

ち，どれか。

なお，Ｙは，社員が�名の土地家屋調査士法人であるものとする。

ア ＸがＹの社員としてその業務に従事していた期間内に，Ｙが筆界特定手続代理関係

業務に関するものとして依頼を承諾した事件については，Ｘが自らこれに関与してい

なかった場合であっても，Ｘは，Ｙを脱退した後，当該事件の相手方から，当該事件

についての筆界特定手続代理関係業務を受任することができない。

イ ＸがＹの社員である場合には，Ｘは，Ｙの総社員の同意が得られたときに限り，自

己又は第三者のために筆界特定手続代理関係業務を行うことができる。

ウ ＸがＹの社員である場合において，Ｙが筆界特定手続代理関係業務に関し依頼者に

対して負担することとなった債務をＹの財産をもって完済することができないとき

は，Ｘは，連帯して，その弁済の責任を負う。

エ ＸがＹの社員である場合には，Ｙは，Ｘが筆界調査委員として職務上取り扱った事

件について，筆界特定手続代理関係業務を取り扱うことができない。

オ ＸがＹの使用人であって，Ａから筆界特定手続代理関係業務に関する事件を受任し

ている場合には，Ｙは，Ａが同意したときであっても，当該事件の相手方であるＢか

ら，当該事件についての筆界特定手続代理関係業務を受任することができない。

1 アイ 2 アオ 3 イウ 4 ウエ 5 エオ
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第21問 土地家屋調査士法務民子は，甲野太郎から，次のi調査素図kに示すＡ市Ｂ町一丁目

31 番�の土地�以下�甲土地�という。�，32 番�の土地�以下�乙土地�という。�，40 番�

の土地�以下�丙土地�という。�，40 番�の土地�以下�丁土地�という。�及び無番地の土

地�Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ及びＢの各点を順次直線で結んだ部分。以下�戊土地�とい

う。�の登記に関する相談を受け，F土地家屋調査士法務民子の聴取記録の概要Wのとおり

事情を聴取し，必要な表示に関する登記の申請手続等の代理について依頼を受け，F土

地家屋調査士法務民子による調査及び測量の結果の概要Wのとおり必要な調査や測量を

行った。

以上に基づき，次の問�から問�までに答えなさい。

i調査素図k
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�注� i調査素図k中，Ａ点からＩ点までの各点は，筆界点の位置を示す。Ｊ点は，Ａ

点とＢ点を結ぶ直線と平行なＧ点を通る直線と，Ａ点とＩ点を結んだ直線上の交

点である。

実線は，筆界を示す。Ｃ点とＦ点を結んだ点線及びＧ点とＪ点を結んだ点線

は，土地の分割線を示す。

Ａ101 点とＡ102 点はＡ市基準点を示す。

問� 土地家屋調査士法務民子の測量結果からＤ点及びＪ点の座標値を求め，別紙第

21 問答案用紙の第�欄に記載しなさい。

問� 戊土地について必要となる登記は何か，また，その申請を一の申請情報によって

申請することができるか否か及びその理由について，�地目�，�取得原因�及び�登

記原因�の語句を使用して，別紙第 21 問答案用紙の第�欄に記載しなさい。

問
 別紙第 21 問答案用紙の第
欄の登記申請書の空欄を埋めて，丁土地の登記の申

請書を完成させなさい。ただし，地積は測量の結果である座標値を用いて座標法に

より求積するものとする。

問� 別紙第 21 問答案用紙の第�欄を用いて，問
の登記の申請書に添付する地積測

量図を完成させなさい。
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�注� 1 本問における行為は全て適法に行われており，法律上必要な書類は全て適法

に作成されているものとする。

2 登記の申請は，書面申請の方法によってするものとする。

3 座標値は，計算結果の小数点以下第
位を四捨五入し，小数点以下第�位ま

でとすること。

4 地積測量図には，今回の測量成果である座標値から求めた筆界点間の辺長

を，計算結果の小数点以下第
位を四捨五入し，小数点以下第�位までを記載

すること。

5 各筆界点の座標値，平面直角座標系の番号又は記号，地積及びその求積方法

並びに測量年月日は，記載することを要しない。

6 Ａ市基準点の各点は，地積測量図にその地点を明示して点名を付して記載す

ることとし，座標値を記載することを要しない。

7 Ａ市基準点成果表を用いて行う測量においては，距離に関する補正計算は行

わないものとする。

8 解答に当たって関数の値が必要となる場合には，次のF三角関数真数表Wの値

を用いること。

9 訂正，加入又は削除をしたときは，訂正は訂正すべき字句に線を引き，近接

箇所に訂正後の字句を記載し，加入は加入する部分を明示して行い，削除は削

除すべき字句に線を引いて，訂正，加入又は削除をしたことが明確に分かるよ

うに記載すること。

F三角関数真数表W

角度 sin cos tan

11°07′59″ 0.1931 0.9812 0.1968

25°20′05″ 0.4279 0.9038 0.4734

61°09′00″ 0.8759 0.4825 1.8152

63°08′00″ 0.8921 0.4519 1.9740

75°00′00″ 0.9659 0.2588 3.7321

76°49′41″ 0.9737 0.2279 4.2729

76°59′56″ 0.9744 0.2250 4.3311
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F土地家屋調査士法務民子の聴取記録の概要W

1 甲野太郎は，甲土地をさつまいも畑，乙土地をいちご狩り用のいちご栽培農園，丁土地を

ぶどう狩り用のぶどう栽培農園として利用している。

2 甲野太郎は，近い将来乙土地のいちご栽培農園を拡張するため，丁土地を�イ�部分と�ロ�

部分に分割して，�イ�部分をぶどう栽培農園に，�ロ�部分をいちご栽培農園にしたい意向を

示している。また，�ロ�部分は乙土地に合筆して，これを担保にいちご栽培農園拡張のため

の融資を受ける予定である。

3 甲野太郎は，丙土地と戊土地の�ニ�部分に永続性のない小屋をそれぞれに設けて，農園及

び物産直販売の受付所並びに農具置場として一体利用している。

4 甲野太郎は，31 番�の土地上にある居宅に居住しており，戊土地の�ハ�部分には居宅の

附属建物となる物置を建てて，一体利用している。

5 甲野太郎は，戊土地の�ニ�部分を時効取得，�ハ�部分を売払いの手続によって，財務省か

ら所有権を取得済みであるが，関係する登記は一切されていない。

6 甲野太郎は，登録免許税額が最も少なくなる方法によって登記を申請することを希望して

いる。
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F土地家屋調査士法務民子による調査及び測量の結果の概要W

1 資料に関する調査の結果

⑴ 登記記録に関する調査の結果

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町一丁目

地 番 31 番�

地 目 宅地

地 積 528.45 m2

�権利部�

甲 区 順位�番 所有権移転

Ａ市Ｂ町一丁目 16 番�号 甲野太郎

乙 区 なし

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町一丁目

地 番 31 番�

地 目 畑

地 積 271 m2

�権利部�

甲 区 順位�番 所有権移転

Ａ市Ｂ町一丁目 16 番�号 甲野太郎

乙 区 なし

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町一丁目

地 番 32 番�

地 目 畑

地 積 351 m2

�権利部�

甲 区 順位�番 所有権移転

Ａ市Ｂ町一丁目 16 番�号 甲野太郎

乙 区 なし
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�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町一丁目

地 番 40 番�

地 目 雑種地

地 積 268 m2

�権利部�

甲 区 順位
番 所有権移転

Ａ市Ｂ町一丁目 16 番�号 甲野太郎

乙 区 なし

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町一丁目

地 番 40 番�

地 目 畑

地 積 276 m2

�権利部�

甲 区 順位
番 所有権移転

Ａ市Ｂ町一丁目 16 番�号 甲野太郎

乙 区 なし

⑵ 地図等に関する調査の結果

甲土地，乙土地，丙土地，丁土地及び戊土地の地域には，不動産登記法第 14 条第�項

の地図は備え付けられておらず，同条第�項の地図に準ずる図面が備え付けられている。

また，近傍類似の土地についての地図の縮尺は，500 分の�であった。
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ア 乙土地及び丙土地については，地積測量図が備え付けられているが，地積及び筆界

点間の距離は，地積測量図と一致していることを確認した。

イ 丁土地については地積測量図が備え付けられていないが，地積は，公差の範囲内で

あることを確認した。

⑷ Ａ市における公共基準点の調査の結果

Ａ市において，公共基準点の調査を行った結果，各基準点の状態は正常であり，世界測

地系の承認を受けていることを確認した。

⑸ Ａ市道路管理課における道路境界の調査の結果

Ａ市道路管理課において，道路境界の調査を行った結果，丙土地，丁土地及び戊土地に

ついては道路境界の確定がされていた。

また，今回の測量の結果とＡ市備付道路境界図が一致していることを確認した。

⑹ 戊土地に関する調査の結果

戊土地を管轄する財務局において，戊土地に関する調査をした結果，戊土地は元来無番

地であった。

2 甲土地，乙土地，丙土地，丁土地及び戊土地の利用状況，境界標の状況並びに立会及び測

量の結果

⑴ 甲土地，乙土地，丙土地，丁土地及び戊土地の利用状況

各土地の利用状況は，F土地家屋調査士法務民子の聴取記録の概要Wのとおりである。

なお，各土地の周辺地域は市街地地域に該当する。

⑵ 境界標の状況に関する調査

Ａ点からＧ点までの各点にはコンクリート杭が設置されており，Ｈ点及びＩ点には金属

標が設置されている。

⑶ 立会い等

ア Ａ市道路管理課職員及び戊土地を管轄する財務局職員から，道路及び無地番の土地

について，それぞれ境界の確認が得られた。

イ 隣接地の所有者と既存の境界標を確認したところ，問題は認められなかったので，

Ｊ点にコンクリート杭を設置した。
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⑷ 測量の結果

ア Ａ市基準点であるＡ101 点とＡ102 点及び関連する基準点の点検測量を行った結果，

許容誤差内にあることを確認した。そこで，iＡ市基準点成果表kの値をもって，筆界

点の観測を行い，次のとおり観測値と筆界点の座標値を得た。

� iＡ市基準点成果表k

名 称 Ｘ座標�ｍ� Ｙ座標�ｍ�

Ａ101 325.32 272.32

Ａ102 333.27 301.99

� i測量によって得られた観測値k

器械点をＡ102 としたときの観測値

視準点 観測角 水平距離�ｍ�

Ａ101 0°01′00″ 省略

Ｄ 168°09′00″ 5.18

� i測量によって得られた座標値k

名 称 Ｘ座標�ｍ� Ｙ座標�ｍ�

Ｉ 332.29 268.34

�注� 1 観測角は，右回りの角度を示す。

2 北は，Ｘ軸正方向に一致する。
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第22問 丙山一郎と妻の丙山恵子�以下�丙山ら�という。�は，丙山恵子の父親である乙山和雄

が一人で居住している家屋番号�番 27 の建物�以下�既存建物�という。�の敷地内に，乙

山和雄の今後の介護等を考え，丙山らが居住するための新館�以下，単に�新館�とい

う。�の建築工事を計画した。

現地は丘陵を背にした勾配のある土地であるが，現在更地となっている隣地所有者か

ら建築資材の運び入れや工事車両の駐車の承諾も得られて着工の運びとなり，平成 28

年�月 21 日に無事工事の完了と引渡しを受けた。

土地家屋調査士民事花子は，丙山ら及び乙山和雄から，新館を建築したことに伴う登

記に関する相談を受け，F事実関係Wのとおり事情を聴取し，必要となる表示に関する登

記の申請手続についての代理並びに当該登記について必要な調査及び測量の依頼を受け

て現地を調査・測量し，F登記記録等の内容Wのとおり登記記録等を調査して，平成 28

年�月 10 日，既存建物について建物の表題部の変更の登記を申請した。

以上に基づき，次の問�から問
までに答えなさい。

問� 別紙第 22 問答案用紙の第�欄の空欄を埋めて，土地家屋調査士民事花子が平成

28 年�月 10 日に申請した登記の申請書を完成させなさい。

問� 土地家屋調査士民事花子が問�の登記を申請した理由を，�構造上の独立性�，

�利用上の独立性�及び�一不動産一登記記録の原則�の語句を使用して，別紙第 22

問答案用紙の第�欄に記載しなさい。

問
 別紙第 22 問答案用紙の第
欄を用いて，土地家屋調査士民事花子が平成 28 年�

月 10 日に申請した登記の申請書に添付する建物図面及び各階平面図を完成させな

さい。

�注� 1 本問における行為は全て適法に行われており，法律上必要な書類は全て適法

に作成されているものとする。

2 登記の申請は，書面申請の方法によってするものとする。

3 建物図面は 500 分の�の縮尺により，各階平面図は 250 分の�の縮尺によ

り，それぞれ作成すること。

4 訂正，加入又は削除をしたときは，訂正は訂正すべき字句に線を引き，近接

箇所に訂正後の字句を記載し，加入は加入する部分を明示して行い，削除は削

除すべき字句に線を引いて，訂正，加入又は削除をしたことが明確に分かるよ

うに記載すること。
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F事実関係W

1 丙山一郎は乙山和雄の承諾を得た上で，株式会社橋本工務店�代表取締役橋本幸夫�との間

で建築工事の請負契約を締結して，渡り廊下を含む新館の建築工事を行った。

2 新館と既存建物とは渡り廊下により接続し，新館に勝手口等は設けられておらず，既存建

物と新館の地盤面の高低差から，道路等敷地外への出入りについては既存建物の�階の居間

を通じて既存建物の�階の玄関を使用せざるを得ない状態となっている。

3 新館の建築費用と既存建物との渡り廊下による接続加工の工事費用については，丙山一郎

が資金を全額拠出した。

4 建築工事中も乙山和雄は住所を移転することなく既存建物に居住し続け，住所は既存建物

の登記記録に記録されたものから変動がない。

5 丙山らは，Ｄ市Ｅ町一丁目�番�号に住所を有するが，平成 28 年�月末までに新館に転

居する予定である。

6 既存建物及び新館の調査の結果

⑴ 既存建物及び新館の構成材料は柱・梁ともに軽量鉄骨を使用し，屋根材はガルバリウム

鋼板を使用している。なお，既存建物については，新築時から今回に至るまで増改築を

行った形跡はなく，登記所に備え付けられている図面と現況は整合している。

⑵ 渡り廊下部分は構造・屋根材とも新館と同様である。基礎により定着し，周壁を有して

外気と分断されている。なお，渡り廊下の築造時期は，新館の完成と同時期である。

⑶ 既存建物と渡り廊下部分とは木製のドアで仕切られている。

⑷ 軽量鉄骨柱は両側が被覆されており，既存建物の柱と新館の柱の太さは，同一である。

7 丙山一郎の所有権に関する登記手続は，土地家屋調査士民事花子が平成 28 年�月 10 日に

した申請に係る登記が完了した後，司法書士に依頼して行う予定である。

8 後記i見取図k及びi新館各階平面図kは，現地調査を行った際に，簡易に作成したものであ

る。

⑴ 距離の単位はメートルである。

⑵ 建物の測定値は，軽量鉄骨の柱の中心からの距離である。

⑶ 建物の隅角部は全て直角である。

⑷ 建物の位置を特定する数値は境界から建物外壁までの距離である。

⑸ 階層の表記は既存建物・新館のそれぞれの地盤面を基準にしている。

⑹ i新館各階平面図kの○は各階の重なる部分を示す。
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i見取図k
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i新館各階平面図k
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F登記記録等の内容W

1 既存建物の敷地の登記記録の抜粋

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町二丁目

地 番 �番 27

地 目 宅地

地 積 298.03 m2

�権利部�

甲区 �番 Ａ市Ｂ町二丁目�番 10 号 乙山和雄

乙区 �登記事項なし�

2 既存建物の登記記録の抜粋

�表題部�

所 在 Ａ市Ｂ町二丁目�番地 27

家屋番号 �番 27

種 類 居宅

構 造 軽量鉄骨造合金メッキ鋼板ぶき�階建

床 面 積 �階 89.10 m2

�階 64.80 m2

原 因 平成 17 年�月�日新築

�権利部�

甲区 �番 Ａ市Ｂ町二丁目�番 10 号 乙山和雄

乙区 �番 記載省略

AQ−D―� 34 �―
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3 既存建物の各階平面図の抜粋
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AQ−D―� 36 �―

試験区分 1

09

高 松

08

札 幌

07

仙 台

06

那 覇

05

福 岡

04

広 島

03

名古屋

02

大 阪

01

東 京

受験地コード番号表

i記入例k

受 験 地

受験番号

氏 名

東 京


�

民事二子  左の者が受験者の場合の記入例は，

下記のとおりとなります。

�

一の位十の位百の位千の位




受 験 番 号

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

7

8

9

民事 二子

氏 名

2

�この欄記入不要�

一の位十の位

�

東 京

�

受 験 地

0

2

3

4

5

6

7

8

9

�多肢択一式答案用紙�

氏 名

36

受験番号

東京

民
事

二
子

受 験 地

�記述式答案用紙�
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